
平田地域伊野地区
【活動期間】 Ｒ４年４月～Ｒ７年３月（予定）
【活動テーマ】
地域資源掘り起こしと環境に負荷をかけないレジャーの模索
【ポイント・取組】
（１）アウトドアレジャーによる地域資源の掘り起こし
・ブッシュクラフトをメインにしたキャンプ場の運営に向け
た取組
・野草・和ハーブを利用した楽しみを伝える

（２）日本みつばち養蜂のチャレンジ
・みつばちを通して環境を見直す取組
・日本みつばちの飼育に向けた取組

（３）地元自治協会と連携し、将来ビジョンの実現に向けた
取組の支援
・地域の食文化を学び、発信する
・地元産直市（よっ得！？伊野いち）の支援

（４）インスタグラムによる情報発信 〔izumo_okosi〕
【自己紹介】
出身は島根県安来市です。長らく暮らした滋賀県を離れ、子
どもの進学とともに島根県にＵターンしました。
自身の夢や目標が叶うことで、同時に地域が活性化し、地元
の皆さんに喜んでもらえる・・・そんな素敵な妄想をしながら楽
しんで活動したいと思います！

隊員名 朝枝 尚子
（あさえだ しょうこ）

年 代 ４０代
転出地 滋賀県

伊野地区伝統食
「しぼ」です。



【活動期間】 Ｒ４年４月～Ｒ７年３月（予定）
【活動内容】
（１）多伎イチジク栽培技術の習得と効率化
（２）地域資源を活用した取組

（サーキュラーエコノミーに関心）
【ポイント・取組】
ブランド化された多伎イチジク（蓬莱柿）は、ここ数年生産者
が減少傾向にあるため、担い手として参画しています。
従来の開心自然形整枝法は、１本あたりの収穫量が多いも
のの消毒作業や収穫作業に多くの時間を費やすため、Ｈ形整
枝法により作業の簡易化や効率化を図っています。
山と海が近く自然が身近な環境であるので、これらの資源を
活用した取組を行いたいと思っています。
【自己紹介】
雲南市吉田町生まれの関西育ち。
これまで趣味であるラリーに没頭しつつ、機械系製造業の企
業で機械設計・商品開発・新事業開発に従事していました。
この先都市部の会社員でいるより島根で地域に根差した生
活をしたいと思い、縁のあった多伎町で活動しています。

隊員名 堀江 拓
（ほりえ たく）

年 代 ４０代
転出地 京都府

多伎地域
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出雲地域乙立地区

 ロウリュ：フィンランド式サウナのストーブ上で
熱されたサウナストーンにアロマ水をかけ、良
い香りの蒸気を発生させること。湿度上昇によ
り体感温度は高くなる。フィンランド発祥。

 アウフグース：ロウリュで発生した蒸気をタオル
を使って攪拌、パフォーマンスも行いながらお
客様にあたたかい風を送ること。発祥はドイツ
でショーとして行われている。

隊員名 小島 稜加
（こじま はるか）

年 代 ２０代
転出地 大阪府

【活動期間】 Ｒ４年１０月～Ｒ７年９月（予定）
【活動内容】
（１）サウナ(ｱｳﾌｸﾞｰｽ)を活用した地域の魅力の発見と体験
（２）各種ＳＮＳによる地域情報・活動情報の発信
【ポイント・取組】
（１）地域のものを使用したアロマ・芳香蒸留水の作成と活用
(見た目は関係なく活用できるため、捨てられる柚子の皮
や間伐された樹木等も活用可能）
➡自身が行うロウリュ・アウフグースで使用、その空間を
出雲の香りにできる

（２）アウフギーサーとして出雲に関連する演目の作成、実施、
イベントへの出演(市内・市外問わずイベントにも出演し、
大きく注目されていない魅力を発信）
➡魅力の再発見や出雲を知るきっかけづくり、関係人口
の増加を図る

（３）イベント立ち上げに向けた取組
（４）各種ＳＮＳによる地域の情報や取組の発信
【自己紹介】
京都府出身。高校までは公共交通機関もない山に囲まれた
地域で暮らしていました。専門学校からは大阪で過ごし、趣味
だったライブ観賞で訪れた島根の虜になりました。看護師とし
て働くようになってからも何度も島根を訪れ、いつか移住してこ
の土地の良さをより多くの人に伝えていきたいと考えるように
なりました。もう一つの趣味のサウナと掛け合わせ、より楽しく
心豊かな生活を求めて活動しています。



佐田地域（ﾐｯｼｮﾝ型) 【活動期間】
Ｒ５年６月～Ｒ８年５月（予定）
【活動テーマ】
農村ＲＭＯ（地域運営組織）事業の推進
➡農業を核に多様な地域内組織が連携する農村社会の形成
を推進

【ポイント・取組】
〇農業・農村景観の維持活動の支援（関係人口の創出、ス
マート農業の推進、水稲に代わる産物の開発等）

〇地域資源の活用策の検討（食文化・農林産物の調査、農産
物の集出荷システムの検討、商工業者連携による農産物販
路の検証等）
〇農村生活の支援（農商連携による買い物支援、外出支援、
生活支援お助け隊の創設等）
《その他》
地域の情報発信、本事業終了後の定住のための活動、交流、
定住に向けた情報発信など
【自己紹介】
島根で生まれ２０代まで暮らし、仕事の関係で、山口県、広島
県へ引っ越した後、平成２３年から東京に住んでいました。都
会の暮らしを経験しましたが、やはり自然に近く、人として生き
やすい島根にもどりたいと思いました。食と健康に興味があり
ます。地元農産物に関心を持ってもらう発信と、野菜を使った
料理体験イベントが開催できたらと思います。

【活動期間】
Ｒ５年６月～Ｒ８年５月（予定）
【活動テーマ】
農村ＲＭＯ（地域運営組織）事業の推進
➡農業を核に多様な地域内組織が連携する農村社会の形成
を推進

【ポイント・取組】
〇農業・農村景観の維持活動の支援（関係人口の創出、ス
マート農業の推進、水稲に代わる産物の開発等）

〇地域資源の活用策の検討（食文化・農林産物の調査、農産
物の集出荷システムの検討、商工業者連携による農産物販
路の検証等）
〇農村生活の支援（農商連携による買い物支援、外出支援、
生活支援お助け隊の創設等）
《その他》
地域の情報発信、本事業終了後の定住のための活動、交流、
定住に向けた情報発信など
【自己紹介】
島根で生まれ２０代まで暮らし、仕事の関係で、山口県、広島
県へ引っ越した後、平成２３年から東京に住んでいました。都
会の暮らしを経験しましたが、やはり自然に近く、人として生き
やすい島根にもどりたいと思いました。食と健康に興味があり
ます。地元農産物に関心を持ってもらう発信と、野菜を使った
料理体験イベントが開催できたらと思います。

隊員名 高嶋 保江
（たかしま やすえ）

年 代 ５０代
転出地 東京都


